
附属機関等の名称 会議概要                

１ 審議会名 第５回 安曇野市緑の基本計画推進協議会  

２ 日  時 令和５年７月 20 日 午前 10 時 00 分から正午まで  

３ 会  場 安曇野市役所本庁舎３階 理事者側控室  

４ 出席者  佐々木邦博委員、百瀬陽子委員、伊藤義典委員、加部麻子委員、  

磯野康子委員、中田信一郎委員（髙木一寿委員、太田正子委員欠席）  

安曇野建設事務所 菅原係長  

５ 市側出席者 山田課長（都市計画課）、  

城取係長、白坂係長、和田主査（都市計画課公園緑地担当）  

６ 公開・非公開の別 公開  

７ 傍聴人 0 人 記者 0 人  

８ 会議概要作成年月日 令和５年７月 25 日  

協  議  事  項  等 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

・栗原定美氏の退任に伴い、伊藤義典氏を補欠委員として委嘱。 

 

３ 議事 

（１）緑の基本計画について 

取り組みと課題 

（２）専門会議について 

①今年度のスケジュール 

・今回と、１月下旬～２月上旬頃に行う。（計２回） 

②専門会議の進め方 

 ・欠席者多数により、班編成を一部変更。 

 【重点テーマ１・重点テーマ２】班 

  百瀬副会長、伊藤委員、加部委員、安曇野建設事務所 菅原係長 

 【重点テーマ３・重点テーマ４】班 

佐々木会長、磯野委員、中田委員 

・２グループ（第４回にて班分け済み）に分かれＷＳ形式で意見交換。 

・それぞれの班のまとめは、会議録として事務局がまとめる。 

  ・欠席委員の意見も書面でよいのでもらっておく。 



③グループごと意見交換 

【重点テーマ１・重点テーマ２】班 

 ③公園の実情を踏まえたユニバーサルデザイン 様々な利用者への環境改善 

・主なターゲット 

子どもから高齢者まで、すべての利用者 

・対象の公園 

街中の拠点公園を優先、公園規模や管理状況を考慮 

・環境改善の手法等 

車イス駐車場からのアクセス整備、休憩場所の整備（日陰、ベンチ）、子どもの意見を取 

り入れた遊具設置 

↓ 

・優先する取組 

誰でも利用できる場所としての公園づくり、遊具の設置よりも走り回れるようなスペー 

スが必要、公園内の樹木、樹種の選定が必要（日陰） 

 

④管理が行き届かない市内の街路樹や緑地帯 良好な景観を取り戻すための取組み 

・候補の路線 

豊科駅前、穂高駅前の街路樹、安曇野 IC からオリンピック道路、サイクリングコース、 

環状高家線 

・取組の手法 

安曇野のイメージとなる植物（管理も考慮） 

・その他 

不必要な街路樹や植樹マスは減らす（安曇野に並木は必要か検討）、駅・バス停近くに日 

陰エリアがあればよい 

↓ 

・優先する取組 

並木より「休憩エリア」が必要、安曇野市に並木は必要か検討、場所や管理方法によっ 

ては並木は景観を損ねる、豊科駅・穂高駅など駅前の並木を整備してはどうか 

 

【重点テーマ３・重点テーマ４】班 

⑧公園利用の活性化（管理の促進も）に向けた情報の収集と発信 

・集めるべき（発信すべき）情報 

公園の施設・特色、公園の禁止事項・できること、イベント・利用者のやりたいこと 

・発信の工夫 

市役所に公園パネル、管理指針（レベル）の設定、広報で公園特集、市役所支所に目安 

箱設置、公園に特化したロゲイニングの開催、季節ごとの発信 

↓ 

・優先する取組 

委員が市民の意見を代弁し市に伝える、市民に公園を知ってもらい行ってもらう 

   

 



  ⑭緑の相談窓口機能の確保公設による相談窓口の運営 

  ・相談の分野 

公園、個人の庭での剪定等、屋敷林管理、害虫、緑なら何でも 

・相談窓口以外での対応 

移住者に対して丁寧に、意見を集約する、ゴミのマニュアルで丁寧に記載 

↓ 

・優先する取組 

窓口を月に１日設ける（例：毎月第１月曜日）、相談内容に基準は設けない 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

 


